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1. はじめに 
今回リリースいたしました「介五郎（介護保険版）Ver11.10.0.0」は、ケアプランデータ連携標準仕様 V4

のうち未対応であった、介護予防計画書と利用者基本情報（介護予防アセスメント内）の送受信に対応しまし

た。 

 

■（居宅介護支援事業所）サービス事業所への介護予防計画書・利用者基本情報のエクスポート 

■（サービス事業所）居宅介護支援事業所から受信した介護予防計画書・利用差者基本情報のインポート・閲

覧・印刷 

 

【居宅介護支援事業所間のサービス事業所へ予防計画書・利用基本情報の送信・受信】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（居宅介護支援事業所）地域包括支援センターから受信した「介護予防計画書」「利用者基本情報」のイン

ポート・閲覧・印刷 
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今回の対応にあたり介護予防計画書と利用者基本情報の変更を行いました。 

 

■介護予防計画書（居宅介護支援事業所） 

 ケアプランデータ連携標準仕様 V4 に合わせて計画書の様式を一部変更したケアプランデータ連携対応版

を用意しました。入力画面のレイアウトとデザインも変更しました。 

 

（印刷プレビュー） （入力画面） 

  

 

 

■利用者基本情報（居宅介護支援事業所） 

ケアプランデータ連携標準仕様 V4 に合わせて、介護予防アセスメントと利用者基本情報へ項目追加、一部

入力方法の変更を行いました。印刷時の様式変更はありません。 

 

（介護予防アセスメント画面） 
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本マニュアルは介護予防計画書・利用者基本情報の変更点、居宅介護支援事業所のエクスポート・インポー

ト、サービス事業所のインポートについて説明を行います。以下の流れで説明を行います。 

 

2. 介護予防計画書の変更 

 介護予防計画書の変更点について説明します。新たにケアプランデータ連携対応版を用意し、入力レイアウトやデザ

インの変更も行いました。それらの変更点・操作方法について説明します。 

2-1. デザイン変更に伴う共通部分の操作変更 

 デザイン変更に伴う、利用者検索など共通部分の変更点について説明します。 

2-2. 計画書の入力方法 

ケアプランデータ連携対応版の入力方法について説明します。 

2-3. その他の注意点と変更点 

課題整理総括表からの取込時の注意点と知恵袋の変更点について説明します。 

2-4. 旧様式（平成 29 年度版）の閲覧・複写 

旧様式（平成 29 年度版）の確認方法、平成 29 年度版からケアプランデータ連携対応版への複写方法について説明

します。 

 

3. 利用者基本情報の変更 

 利用者基本情報の変更点について説明します。標準様式に合わせて新項目の追加、一部入力方法の変更を行いました。 

3-1. 「時間」「本人」「介護者・家族」欄の変更 

「時間」「本人」「介護者・家族」欄の入力方法変更点について説明します。 

3-2. 「計画の取得」「委託の有無」欄の追加 

 新項目の「計画種類」「委託の有無」について説明します。 

3-3. 「同意日」「同意者氏名」欄の追加 

新項目の「同意日」「同意者氏名」について説明します。 

 

4. 居宅介護支援事業所のインポート、エクスポート 

 介護予防計画書、利用者基本情報のエクスポート、インポート操作について説明します。 

4-1. サービス事業所へのエクスポート 

サービス事業所への介護予防計画書、利用者基本情報のエクスポート操作について説明します。 

4-2. 地域包括支援センターからのインポート 

地域包括支援センターから受信した介護予防計画書、利用者基本情報のインポート操作について説明します。 

4-3. 出力ファイル一覧 

介護予防関係の出力ファイル一覧を記載しています。 

 

5. サービス事業所のインポート 

居宅介護支援事業所から受信した介護予防計画書、利用者基本情報のインポート操作について説明します。 

 

■ その他の変更 

ケアプランデータ連携以外の変更点について説明します。福祉用具台帳（他社）メニューに各用具の平均価格・

上限価格を参照できる機能を追加しました。 
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2. 介護予防計画書の変更 
【対象システム：居宅介護支援】 

 ケアプランデータ連携標準仕様 V4 に合わせて、新様式のケアプランデータ連携対応版を用意しました。入

力画面のレイアウトとデザインも変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バージョンアップ前の旧様式（平成 29 年度版）で作成していた計画書は、旧様式参照（H29 年度版）ボタ

ンから確認することができます。 

 

 

  

＜介護予防計画書の注意＞ 

本バージョンアップ後、ケアプランデータ連携システムの利用有無に関わらず新様式（ケアプラン

データ連携対応版）に切り替わります。ケアプランデータ連携システムを未使用でもご使用でき、入力

方法は大きく変わりますが、印刷の文字数制限がない・文字の表示サイズを大きくできるなどの新機

能も設けていますので、是非ご利用ください。 

 旧様式（平成 29 年度版）で入力していた内容を新様式で閲覧するためには複写が必要となります。

複写後は様式やデータの管理方法が異なるため、必ず見直しを行ってください。 

また、新様式を使用せずに旧様式（平成 29 年度）版での閲覧・入力を続けることも可能です。 

新様式への複写方法や注意点、旧様式での閲覧方法については P.67「2-4. 旧様式(平成 29 年度版)

の閲覧・複写」をご確認ください。 
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■ ケアプランデータ連携対応版での変更点 

 ケアプランデータ連携では、下記のように 1 つ 1 つの課題ごとに、目標・支援計画及び利用サービスを作

成してデータの送受信を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

印刷帳票の変更点 

 印刷帳票は「総合的課題」～「目標についての支援ポイント」欄をフリースペース形式から課題ごとに枠を

設ける形に変更し、課題に対する目標、支援計画、利用サービスが分かる形にしました。週間スケジュール表

の変更はありません。 

 

（Ａ４横（１枚）版の場合）※Ａ3 横（１枚）版も同様の変更です。 

 

①課題ごとに目標までを作成 ②各課題～目標に対しての支援計画・

利用サービスを作成 
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（Ａ４横（３枚セット）版の場合） 
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旧様式では「アセスメント領域と現在の状況」～「領域における課題」アセスメント部分と支援計画の枠線

の高さが揃う様式でしたが、新様式では課題・目標と揃える形となったので、アセスメント部とは枠線の高

さが揃わない形となります。 

 

（旧様式（平成 29 年度版）） 

 

 

 

 

（ケアプランデータ連携対応版） 

 

 

 

アセスメント部分と各支援計画の枠線の高さが揃う 

支援計画は各課題と揃えるので、 

アセスメント部分とは枠線の高さが揃わない 
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1 つの課題～目標に対して複数の支援計画や利用サービスを作成できます 

ケアプランデータ連携対応版では、1 つの課題～目標に対して複数の支援計画を作成することが可能で

す。また、1 つの支援計画に対して複数の利用サービスを作成することもできます。 
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入力画面の変更点 

 課題・目標ごとに支援計画の入力が必要となったため、入力画面のレイアウトを変更してデザインも変更

しました。 

 

（目標とする生活などの入力） 

 

（アセスメント領域と現在の状況など） 

 

（総合的課題など） 

 

（支援計画） 

 

 

 

 

次ページからは具体的な変更点や入力方法について説明します。 

本章の目次 

2-1.  デザイン変更に伴う共通部分の操作変更 P.11 

2-2. 計画書の入力方法 P.17 

2-2-1. 「計画書の種類」「委託の有無」の追加 P.18 

2-2-2. 計画作成者、目標とする生活～地域生活支援センター意見 P.20 

2-2-3. アセスメント領域と現在の状況、総合的課題～目標、支援計画」 P.25 

2-2-4. 総合的課題～目標、支援計画 P.30 

2-2-5. 画面の見やすさをサポートする各機能 P.54 

2-3. その他の注意点と変更点 P.60 

2-4. 旧様式(平成 29 年度版)の閲覧・複写 P.67 

2-5. クラウドプランの変更点 P.73 
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2-1. デザイン変更に伴う共通部分の操作変更 
 デザイン変更に伴い、共通部分の操作方法に一部変更点が発生しましたので説明します。 

 

 

 

① 利用者検索画面 

使用頻度の多い並べ替えやフリガナ等の絞り込み条件が確認しやすいようデザインを見直しました。被保

険者番号など詳細条件を入力して検索を行う場合は▼をクリックして詳細検索画面を開きます。 

 

 
 

（利用者検索画面） 

 

 

 

 

 

 

  

＋をクリックすると詳細検索画面が表示されます。 

（次ページへ続きます） 
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（詳細検索画面） 

 

 

 

（検索結果表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

詳細検索時は条件を入力して表示をクリックします。 

詳細検索に該当する利用者が表示されます。詳細検索を実行中は「※設定中」と表示され

ます。再度 ＋ をクリックすると設定した検索条件を確認できます。 
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② 参照画面 

期間や条件を指定して帳票を表示する方法へ変更となります。 

 

 
 

 

（参照画面） 

  

 

設定・表示項目 

説明 

条件入力部 

基準日 管理日基準で表示するか見直し日基準で表示するかを選択します。 

並べ替え ID 順かカナ順か表示順を選択します。 

グループ化 
「なし」：指定した期間内のすべての計画書を表示します。 

「あり（最終管理日）」：指定した期間内の最新分の計画書のみ表示します。 

管理日/見直し日 
管理日基準の場合は管理日、見直し日基準の場合は次回見直し日の期間指定

を行います。 

利用者 利用者指定を行う時に選択します。 

介護支援専門員 介護支援専門員指定を行う時に選択します。 

次回見直し日チェック チェックを付けると次回見直し日チェックを行います。 

結果表示欄 

利用者 ID 利用者 ID が表示されます。 

利用者名 利用者名が表示されます。 

管理日 管理日が表示されます。 

次回見直し日 表示されている帳票の次回見直し日を表示します。 

最新見直し日 
管理日を問わず、表示されている利用者の最新分の次回計画見直し日が表示

されます。 

 

条件入力部 

結果表示欄 
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＜計画書の表示手順＞ 

  

① F5 参照をクリックします。 

 

 

 

  

 

② 必要な条件を指定して表示をクリックします。 

 

※ 表示をクリックしないと結果は表示されませ

ん。 

  

 

③ 指定した条件に該当する帳票の一覧が表示され

ます。 

  

 

 

 

④ 閲覧したい帳票の行を選択して決定をクリック

すると、選択した計画書が開きます。 

 

※ 選択した行をダブルクリックしても開くことが

できます。 
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【次回見直し日チェックは、基準日を「見直し日基準」にしての作業を推奨いたします】 

基準日が「見直し日基準」の場合、指定した見直し日に該当する帳票を表示します。 

基準日が「管理日基準」の場合、指定した管理日の帳票を表示するため、次回見直し日が 2 ヶ月以外でも

期間指定外の管理日の帳票は表示されないためです。 
 

（例）見直し日基準で令和 7 年 7 月 1 日～7 月 31 日で期間指定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

【最新見直し日欄について】 

最新見直し日欄は、表示中の利用者の最新の次回見直し日を表示します。次回見直し日と最新見直し日が

異なる場合、表示されている管理日の帳票とは別に、最新見直し日を登録している帳票が存在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

POINT 

基準日を「見直し日基準」にすると、次回見直し日が 

令和 7年 7月 1日～7月 31日に該当する計画書が表示されます。 

POINT 

次回見直し日：表示中の帳票の次回見直し日 

最新見直し日：この利用者の最新の見直し日 

※「次回見直し日」＝「最新見直し日」でない場合、 

最新見直し日を設定している帳票が別に存在します。 
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③ 表示スペース拡張機能 

計画書部分の表示を拡張する機能を設けました。－をクリックすると利用者情報部分が非表示となり計画

書の表示部分が広くなり、全体的な内容の確認が行いやすくなります。 

 

  

 

 

  
 

  

＋をクリック 

利用者情報部分が非表示となり、計画書部分の表示が広くなります。 

再度＋をクリックすると元の表示に戻ります。 
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2-2. 計画書の入力方法 
ケアプランデータ連携対応版での入力方法について説明します。今回の対応に伴う新設部分、変更点・注意

点などを説明していきます。 

 

 

【本マニュアルはＡ４横（１枚）版にて説明を行います】 

介五郎の介護予防計画書は「Ａ４横（１枚）」「Ａ４横（３枚セット）」「Ａ３横（１枚）」の 3 種類があ

りますが、本マニュアルでは「Ａ４横（１枚）」にて説明を行います。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

下記の 4 部門に分けて説明を行います。 

項目 説明ページ 

① 計画種類、委託の有無 P.18「2-2-1.「計画書の種類」「委託の有無」欄の追加」 

② 計画作成者、目標とする生活～ 

地域生活支援センター意見 

P.20「2-2-2 . 計画作成者、目標とする生活～地域生活支援セ

ンター意見」 

③ アセスメント領域と現在の状況 P.25「2-2-3. アセスメント領域と現在の状況」 

④ 総合的課題～目標、支援計画 P.30「2-2-4. 総合的課題～目標、支援計画」 

③ 

① 

② 

POINT 

④ 
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2-2-1. 「計画書の種類」「委託の有無」欄の追加 

 ケアプランデータ連携標準仕様 V4 に合わせて「計画書の種類」と「委託の有無」の項目を追加しました。

それぞれ該当する項目を選択します。 

 

 

【印刷時には計画書に反映されません】 

ケアプランデータ連携での送受信時においてのみ必須となります。印刷時には計画書に反映されません。 

 

  

 

設定・表示項目（関連部分のみ） 

説明 

計画種類 

利用者の状況に合わせて「介護予防支援」か「介護予防ケアマネジメント」を選択します。 

利用者台帳の拡張情報 2 の登録内容によって、既定値が設定されます。 

 

・介護予防支援Ⅰ、Ⅱの場合：介護予防支援 

・予防ケアマネジメント（AF）の場合：介護予防ケアマネジメント 

・上記以外の場合：未設定 

  

POINT 
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委託の有無 

委託の有無を選択します。 

自前：自社ケアプラン事業所が介護予防支援の指定を受けており、地域包括支援センターか

らの委託を受けない場合 

委託：地域包括支援センターからの委託を受けている場合 

 

利用者台帳の居宅介護支援事業所の登録内容によって、既定値が設定されます。 

 

・地域包括支援センターの場合：委託 

・自社（自社が介護予防支援の指定を受けている）の場合：自社 

・上記以外の場合：未設定 

 

 

 

【未設定の場合、登録時に警告が表示されます】 

「計画書の種類」「委託の有無」が未設定の時は、登録時に警告が表示されます。ケアプランデータ連携を

未使用時など、未設定のまま登録する場合ははい(Y)で進むと登録に進めます。 

 

 

 

  

注意！ 
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2-2-2. 計画作成者、目標とする生活～地域生活支援センター意見 

「計画作成者、目標とする生活～地域生活支援センター意見」タブについて説明します。 

 

  

 

 

このタブでは下記内容の入力を行います 

項目名 説明 

計画作成者氏名 センター担当者 各項目を入力します。 

計画作成者 委託先支援専門員 

計画作成（変更）日 ケアプランデータ連携では必須項目

となります。 

初回作成日 各項目を入力します。 

計画書区分 初回／紹介／継続 

目標とする生活 １日/1 年 

健康状態について 主治医意見書、健診結果、観察結果等を踏まえた留意点 

【本来行うべき支援が実施できない場合】妥当な支援の実施に向けた方針 
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総合的な方針：生活不活発病の改善・予防のポイント 各項目を入力します。 

地域包括支援センター意見 

基本チェックリスト（該当した項目数）／（質問項目数） 

基本チェックリスト作成日 

同意日（新設） ケアプランデータ連携のみで使用し

ます。印刷時は印字されません。 同意者氏名（新設） 
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■ 各項目の文章入力 

 各項目の文章は直接テキストボックスへ入力を行います。文字数制限は無く入力文字数が増えるとスクロ

ールバーを使用して文章のすべてを閲覧することができます。印刷時も入力した内容すべて印刷されます。 

 

 

 

 

（例）健康状態について 

（入力画面） 

  

 

 

（印刷プレビュー） 

 

スクロールバーで文章の閲覧が可能 

印刷時も入力したすべての文字が反映されます 
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■「同意日」「同意者氏名」欄の新設 

ケアプランデータ連携標準仕様 V4 に合わせて、同意日と同意者氏名欄を設けました。 

 

 

【印刷時には計画書に反映されません】 

ケアプランデータ連携での送受信時においてのみ必須となります。印刷時には計画書に反映されません。 

 

 

 

 

 

  

POINT 
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■ 計画作成（変更）日 

 ケアプランデータ連携では必須項目となります。 

 

 

 

 

 

【未設定の場合、登録時に警告が表示されます】 

「計画作成(変更)日」の未設定時は登録時に警告が表示されます。ケアプランデータ連携を未使用時など、

未設定のまま登録する場合ははい(Y)で進むと登録に進めます。 
 

 

 

 

 

 

注意！ 



介五郎（介護保険版）Ver.11.10.0.0 差分マニュアル 

 

25 

 

2-2-3. アセスメント領域と現在の状況 

「アセスメント領域と現在の状況、総合的課題～目標、支援計画」タブの「アセスメント領域と現在の状

況」画面について説明を行います。 

 

（アセスメント領域と現在の状況） 

  

 

「アセスメント領域と現在の状況」画面では下記内容の入力を行います。 

項目名 

アセスメント領域と現在の状況 各項目を入力します。 

本人・家族の意欲・意向 

領域における課題（背景・原因） 
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【表示スペース拡張機能が自動的に適用されます】 

「アセスメント領域と現在の状況、総合的課題～目標、支援計画」タブは表示項目が多いので、自動で表

示スペース拡張機能が有効になり、利用者情報画面は非表示となります。利用者情報の表示が必要な場合

は＋をクリックして表示させてください。 

 

 

 

  

POINT 
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【画面の見やすさをサポートする機能を設けています】 

 「アセスメント領域と現在の状況、総合的課題～目標、支援計画」タブでは画面を見やすくするための補

助機能を複数設けています。補助機能も活用しながら入力を行ってください。 

詳しくは P.54「2-2-5.画面の見やすさをサポートする各機能」をご確認ください。 

 

●「総合的課題～目標」の表示領域を広くする 

 

 

●文字の表示サイズを大きくする 

 

 

 

 

 

 

  

POINT 
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■ 各項目の文章入力 

各項目の文章は直接テキストボックスへ入力を行います。入力した文字数に応じてテキストボックスが下

に拡張し、文字数の制限はありません。印刷時も入力した内容がすべて印刷されます。 

 

（例）日常生活（家庭生活）について 

（入力画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（印刷プレビュー） 

 

印刷時も入力したすべての文字が反映されます 

入力した文字数に応じてテキストボックスが

拡張します 
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■ 「その他」行について 

 「アセスメント領域と現在の状況」の 5 行目に「その他」行を設けています。「1.運動・移動について」

～「4.健康管理について」に当てはまらない内容や汎用的な内容を入力時に使用してください。入力を行わ

なければ印刷はされません。 
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2-2-4. 総合的課題～目標、支援計画 

ケアプランデータ連携では、1 つの課題・目標ごとに支援計画と利用サービスを作成する必要があるので、

課題部分と支援計画部分を一体的に入力できる形にしました。「総合的課題～目標」部と「支援計画」部で

入力画面を分けています。 

 

＜総合的課題～目標＞ 

 

 

 

項目名 説明 

課題№ ケアプランデータ連携システムの仕様上必要な情報です。 

総合的課題ごとに№1 から連番で番号を入力します。課題の 1 行目から

自動で№1、№2…と割り当てされます。 

総合的課題 それぞれの内容を入力します。 

課題に対する目標と具体策の提案 

目標 

支援計画の編集 支援計画の編集をクリックすると＜支援計画＞の入力ができるようにな

ります。 
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＜支援計画＞ 

 

 

項目名 説明 

編集終了 支援計画の入力を終了する時にクリックします。 

知恵袋（提供） 知恵袋へ情報をアップロードする時にクリックします。 

知恵袋（取得） 知恵袋から情報をダウンロードする時にクリックします。 

課題№ ＜総合的課題～目標＞で作成した課題№が表示されます。 

支援№ 1 つの課題の中で支援計画ごとに№1 から連番で番号を入力します。支援計

画の 1 行目から自動で№1、№2…と割り当てされます。 

目標についての支援のポイント それぞれの内容を入力します。 

本人等のセルフケアや家族の支援、イン

フォーマルサービス（民間サービス） 

介護保険サービスまたは地域支援事業

（総合事業サービス） 

サービス種別入力 クリックすると「サービス種別/事業所/期間」部分が入力できます。 

利用サービス№/サービス種別/事業所/

期間 

サービス種別入力をクリックして入力します。 

※Ａ４横（３枚セット）様式の場合は「利用サービス№/サービス種別/※1/

事業所/頻度/期間」の項目になります。 

№修正 クリックすると課題№や支援№の修正ができます。 

サービス チェックを付けると印刷時に「介護保険サービス又は地域支援事業（総合事

業サービス）」欄に丸を付けることができます。 

（介護保険にチェックを付けた時） 

 

（地域支援にチェックを付けた時） 
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2-2-4-1. 基本の入力方法 

 まず画面左半分の課題～目標を入力し、続いて画面右半分の支援計画・利用サービスを入力する流れとなり

ます。 

 

 

 

 

  

①課題～目標を入力 ②左の課題・目標に対しての支援計

画・利用サービスを入力 
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■ 課題№、支援計画№、利用サービス№について 

 課題～目標、支援計画、利用サービスにはそれぞれ「課題№」「支援計画№」「利用サービス№」欄を設け

ています。各項目を追加すると№1、№2...と自動で連番を振っていきます。ケアプランデータ連携ではそれぞ

れに番号を割り当てて、「課題№1 の支援計画№1 の利用サービス№1」というように、どの課題とどの支援

計画のどの利用サービスかを管理する必要があるためです。 

 

 

 

＜№の割り当てルール＞ 

項目 説明 

課題№ №1、№2...と連番で番号を割り当てます。 

支援計画№ 1 つの課題ごとに№1、№2...と連番で番号を割り当てます。 

利用サービス№ 1 つの支援計画ごとに№1、№2...と連番で番号を割り当てます。 

 

＜例＞ 

課題～目標 支援計画 利用サービス 

課題№1 ○○ができない 

 

支援計画№1 ●●を実施する 利用サービス№1 訪問型サービス 

利用サービス№2 通所型サービス 

支援計画№2 ◎◎を実施する 利用サービス№1 訪問型サービス 

利用サービス№2 通所型サービス 

課題№2 △△が難しい 支援計画№1 △△を実施する 利用サービス№1 訪問型サービス 

利用サービス№2 介護予防福祉用具 

支援計画№2 ▲▲を実施する 利用サービス№1 介護予防通所リハ 

利用サービス№2 訪問型サービス 
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＜入力の流れ＞ 

①画面左半分の「総合的課題～目標」を入力します。 

各項目を入力します。 

  

 

 

② 画面右半分の「支援計画」を入力します 

支援経過の編集をクリックすると、①で作成した課題に対する支援計画が入力可能となります。「目標に

ついての支援計画について」～「介護保険サービス又は地域支援事業」を入力します。 

 

 

  

 

 

③ 利用サービスの入力 

サービス種別をクリックして「サービス種別」～「期間」を入力します。 
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④ 支援計画の入力完了 

支援計画・利用サービスを入力して編集終了をクリックすると支援計画の入力が完了します。 

 

 

 

 

⑤ 課題が複数ある時は追加を次の課題を作成します。 

追加をクリックして次の課題（課題№2）を作成します。以下①～④を繰り返します。 

 

 

 

 
 
 
具体的な入力方法は次ページから説明します。 
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＜総合的課題～支援計画の具体的な入力手順＞ 
 

 

① ＜総合的課題～目標＞で課題№1 の「総合的課

題」から「目標」まで入力します。各テキスト

ボックスをクリックすると文章が入力できま

す。 

 

※ 課題№は 1 行目が№1、2 行目が№2…と自

動設定されます。 

 

  

 

② 「目標」まで入力できたらを支援計画の編集を

クリックします。 

  

 

③ 課題1に対しての＜支援計画＞が入力可能にな

ります。一つ目の支援には支援計画№1 が設定

されます。 

   

※ どの課題の支援計画を編集中か、課題№覧と文

章にて表示されます。 
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④ 「介護保険サービス又は地域支援事業（総合事

業のサービス）」まで入力したら、サービス種

別入力をクリックします。 

  

 

⑤ 利用サービス入力画面が開きます。一つ目の利

用サービスには利用サービス№1 が設定されま

す。 

  

 

⑥ 「サービス種別」～「期間」までそれぞれのセル

をクリックして入力します。入力を終えたら確

定をクリックします。 
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※ 直接入力も可能ですが、補助ボタンをクリック

すると補助メニューから入力することもでき

ます。 

 

 

  

 

⑦ 編集終了をクリックすると＜支援計画＞はロッ

クがかかり、支援計画の入力は完了です。 

再び支援計画を入力する場合は支援計画の編集

をクリックすると編集できます。 

 

 

⑧ 複数の課題がある場合は、総合的課題列の追加

をクリックします。 

 

※ 課題が 1 つのみの場合は追加をクリックせず

手順⑩に進んでください。 

  

① 入力項目をクリック 

② 補助ボタンをクリック 

ロックがかかります 

③ 選択した項目に応じた 

補助メニューが表示されます 
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⑨ 新たに課題№2 の行が作成されます。以下②～

⑧の操作を繰り返して入力を行います。 

  

 

⑩ すべて入力を終えたら F9 登録をクリックして

登録します。 
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【支援計画の入力完了後は編集終了をクリックしてください】 

編集終了をクリックせずに F9 登録で登録しようとすると警告エラーが出て登録できません。編集終了を

行ってから登録を行ってください。 

 

 

 

 

  

注意！ 
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【支援計画を入力中は、入力中以外の支援計画は表示されません】 

支援計画を入力中は選択した課題№分の支援計画のみ表示されます。青文字でどの課題№分を入力中か表示

されます。 

 

（例）2 つある課題（課題№1、課題№2）のうち課題№2 の支援計画の編集を行う場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題№2 の支援計画の編集をクリック 

課題№2 の支援計画のみ表示されます。 

課題№欄と青文字でどの課題№分を編集中か確認できます。 

 

 

 

注意！ 
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■ 右クリックでの補助機能について 

選択した行の上でマウスの右クリックをすると、行挿入や行削除などの補助機能を使用できます。 

 

＜総合的課題～目標で右クリックした時＞ 

 

 

表示されるメニュー 備考 

行挿入 選択した行に新規の課題№行を作成します。連動して新しい支援計画
行も一緒に作成されます。 

行削除 選択した行を削除します。行削除ボタンでも操作が可能です。 

 

 

＜支援計画で右クリックした時＞ 

 

 

表示されるメニュー 備考 

行挿入 選択した行に新規の支援№行を作成します。 

コピー 選択した行の内容をコピーします。 

切り取り 選択した行の内容を切り取りします。 

貼り付け 選択した行にコピーや切り取りした内容を貼り付けします。 

行削除 選択した行を削除します。行削除ボタンでも操作が可能です。 
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【課題を削除する時は、対応する支援計画を先に削除してください】 

課題を削除する時は、対応する支援計画が残っているとエラーメッセージが出て削除できません。まず対応

する支援計画を削除してから課題の削除を行ってください。 

（例）課題№2 を行削除する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意！ 

先に課題№2-支援№1 の支援計画の 

削除を行ってください 

課題 2-支援№1 が残ったまま、 

課題 2 の行削除をクリック 

エラーが出て削除できません 
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2-2-4-2.  1 つの課題に対して支援計画などが複数ある時の入力方法 

「総合的課題～目標、支援計画」タブで 1 つの課題に対して支援計画や利用サービスが複数ある場合の入力

方法について説明します。 

 

① 1 つの課題に対して支援計画が複数ある場合の入力方法 

（例）課題№1 に対して支援計画が 2 つある場合 

⇒課題№1 に対して支援計画№1 と支援計画№2 の 2 行を作成します。支援計画№1 を作成後に支援計画

№2 を追加します。 

 

 

 

＜入力手順＞ 
 

 

① まず通常の入力方法で「課題№1-支援№1」の

支援内容を作成します。 

  

 

② 「目標についての支援のポイント」列の追加を

クリックします。 

課題№1-支援計画№1 

 

課題№1-支援計画№2 
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③ 「課題№1-支援№2」の行が作成されます 

 

 

  

 

④ 「課題№1-支援№2」の内容を入力できたら編

集終了をクリックします。 

 

 

※ 3 つ目以降の支援内容がある場合は編集終了

をクリックする前に②～④を繰り返します 

  

 

⑤ 以上で支援計画の入力ができました。F9 登録

をクリックして登録します。 
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② 1 つの支援計画に対して複数のサービス種類を作成する場合の入力方法 

（例）支援№1 に対してサービス種別を 2 つ作成する場合 

⇒支援№1 に対してサービス利用№1 と№2 を作成する必要があります。サービス利用№1 を作成後にサ

ービス利用№2 を追加します。 

 

 

 

＜入力手順＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

① まず通常の入力方法で「支援№1-利用サービ

ス№1」の支援内容を作成します。 

 

  

 

② サービス種別列の追加をクリックします。 

  

支援計画№1-利用サービス№1 

 

支援計画№1-利用サービス№2 
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③ 「支援№1-利用サービス№2」の行が作成され

ます。 

 

  

 

④ 「支援№1-利用サービス№2」の内容を入力し

て確定をクリックします。 

 

※ 3 つ目以降の利用サービスがある場合は確定

をクリックする前に②～④を繰り返します 

  

 

 

 

⑤ 以上で利用サービスの入力ができました。編集

終了をクリックし、F9 登録をクリックして登

録します。 
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2-2-4-3. 支援計画での課題№、支援計画№、利用サービス№の変更方法 

 課題、支援計画、利用サービスが複数ある場合、それぞれの№を変更することができます。 

 

① 課題№、支援№の修正方法 

支援計画を作成後に、支援№や対応先の課題№を修正することができます。支援経過の編集状態にしなく

ても変更できるので、課題や支援計画の一覧を確認しながら変更できます。 

 

（例）「課題№1-支援№2」として作成した支援計画を「課題№2-支援№2」に変更したい場合。 
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＜課題№・支援№の変更手順＞ 
 

 

① 支援計画欄の№修正をクリックします。 

 

※ 支援計画の編集はクリックしなくても操作が

可能です。 

  

  

② 課題№と支援№欄が黄色となり編集可能な状態

となります。 

  

 

③ 修正したい課題№欄をダブルクリックして番号

を打ち替えます。 

 

 

※ 必要な場合は支援№も打ち替えて変更するこ

とができます。 

  

 

④ 修正が終わったら修正完了をクリックします。 
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⑤ №の編集が完了しました。 

  

 

⑥ F9 登録をクリックして登録します。 
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② 利用サービス№の修正方法 

 1 つの支援計画内で利用サービス№の修正を行えます。 

 

＜利用サービス№の修正手順＞ 
 

 

① 編集したい利用サービスと紐づく課題行の支援

計画編集をクリックします。 

  

 

② 変更したいサービス種別入力ボタンをクリック

します。 

  

 

③ サービス種別入力画面が開くので№修正をクリ

ックします。 
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④ 利用サービス№欄が黄色になり編集可能な状態

になります。 

  

 

⑤ 修正したい利用サービス№欄をダブルクリック

して番号を打ち替えます。 

  

 

⑥ 修正が終わったら修正完了をクリックします。 

  



介五郎（介護保険版）Ver.11.10.0.0 差分マニュアル 

 

53 

 

 

⑦ 確定をクリックします。 

  

 

⑧ 支援計画の編集終了をクリックして F9 登録で

登録します。 

  

 

 

 

 

【各№は連番で割り当てする必要があります】 

課題№、支援計画№、利用サービス№は 1 からの連番で割り当てる必要があります。連番になっていない場

合はエラーが表示されます。 
 

（例）支援計画№を№1、№3 で登録しようとした場合 

 

注意！ 
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2-2-5. 画面の見やすさをサポートする各機能 

快適にご利用いただけるよう。画面の見やすさをサポートする機能を複数設けました。必要に応じて組み合

わせていただき、使いやすい環境でご利用ください。 

 

「アセスメント領域と現在の状況、総合的課題～目標、支援計画」タブ 

 

① テキストボックスの横幅の調整 

 「アセスメントの領域と現在の状況」「本人・家族の意欲・意向」「領域における課題」は、テキストボ

ックスの横幅を手動で変更できます。文字数に合わせてご覧になりやすい幅に調整していただけます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

マウスカーソルをタイトルの境界線に 

当てると「⇔」と表示されます。 

マウスをクリックしたまま 

左右に動かすと横幅を変えれます。 
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② 各テキストボックスの横幅の変更機能 

 テキストボックスの横幅を既定の 3 段階で変更できます。×1、×2、×3 のボタンをクリックすると変わ

ります。 

 

 

 

 

＜×1 の場合＞ 

印刷時のレイアウトに合わせた表示となります。 

※全角・半角文字の組合せに等より印刷画面と違いが発生することもあります。 

 

 

（参考 印刷プレビュー） 
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＜×2 の場合＞ 

本画面を開いた時の既定の倍率です。 

 

 

 

 

＜×3 の場合＞ 

 

 

 

 

【サービス種別入力画面にも設けています】 

「総合的課題～目標、支援計画」タブのサービス種別入力画面にも同じ機能を設けています。 

 

POINT 
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③ 文字の表示サイズの調整機能 

 画面右下のスライダーをマウスで動かすと、文字の表示サイズを変更できます。表示サイズを大きくすると

一度に表示できる文字数も変わるため、スクロールバーや①②の機能と併用してお使いください。既定値は

100%で 0%～200%の間で変更ができます。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

マウスでスライダーを右に動かすと、この枠内の文字が大き

くなり、左に動かすと小さくなります。 

大きくすると隠れる文字も出てくるので、他の補助機能と併

用してご活用ください。 
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【「総合的課題～目標、支援計画」タブでも使用できます】 

 

 

 

 

 

 

  

POINT 
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「総合的課題～目標、支援計画」タブ 

 

表示領域の変更 

＜総合的課題～目標＞と＜支援経過＞の間のバーを動かして、＜総合的課題～目標＞を広くしたり＜支援経

過＞を広くしたりすることが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

マウスカーソルを真ん中のバーの上に 

当てると「⇔」が表示されます。 

マウスをクリックしたまま右に動かすと 

＜総合的課題～目標＞が広くなります。 

マウスをクリックしたまま左に動かすと 

＜支援計画＞が広くなります。 
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2-3. その他の注意点と変更点 
 その他の注意点や変更点について説明します。 

 

2-3-1. 課題整理総括票から取込時の注意点 

 F7 取込で課題整理総括表から介護予防計画書の取込を行った時は、取込後に「総合的課題～目標、支援計

画」の見直しを行ってください。 

 

 

 

「総合的課題～目標、支援計画」の見直し 

課題整理総括表で作成した目標ごとに課題行と支援計画行が作成されます。総合的課題など取込後の入力

力を行い、支援№などの見直しが必要な場合は変更を行ってください。 

 

（例）課題整理総括表で目標を 3 行作成した場合 

  ⇒計画書へは「課題№1-支援№1」「課題№2-支援№1」「課題№3-支援№1」の 3 行が作成される 

（課題整理総括表） 

 

（介護予防計画書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標ごとに課題行と支援計画行が作成されます 

取込 
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2-3-2. 知恵袋の変更点について 

知恵袋のボタンを提供時（入力した情報をアップロードする時）と取得時（情報をダウンロードする時）で

ボタンを分けました。 

 

 

 

情報提供時（入力した情報をアップロードする時） 

 

 

① 支援計画メニューの編集画面でアップロードし

たい行の項目をクリックします。 

  

 

② 知恵袋（提供）をクリックします。 
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③ アップロード内容が表示されるので、提供（ア

ップロード）をクリックします。 

  

 

④ 知恵袋の画面が起動します。必要な条件入力を

行って配信をクリックするとアップロード完了

となります。 

  

 

 

情報取得時（情報をダウンロードする時） 

 

  

① 支援計画メニューの編集画面で情報取得したい

行の項目をクリックします。 

  

 

② 知恵袋（取得）をクリックします。 
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③ 確認画面が表示されるので取得（ダウンロード）

をクリックします。 

  

 

④ 知恵袋のダウンロード画面が起動します。必要

な条件入力をして表示をクリックします。 

  

 

 

 

⑤ 取得したい情報の詳細から、取得をクリックし

て情報の取得を行います。 
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⑥ 取得内容の確認画面が表示されるので確定をク

リックします。 

  

 

⑦ 入力画面に情報が取得されます。必要な場合は

編集を行ってください。 
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【「目標を取得する」について】 

 

 

●「目標を取得する」をチェックして進めると、知恵袋から目標も取得します。 

 →情報取得前に入力していた目標は上書きされます。 

 

 

 

 

●「目標を取得する」にチェックせずに進めると、目標は取得されません。 

→情報取得前に入力していた目標が保持されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

POINT 
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2-3-3. 印刷時の「要支援１・要支援２ 地域支援事業」欄について 

 印刷時の「要支援 1・要支援 2・地域支援事業」欄は、入力した要介護状態区分に合わせてどちらか 1 箇

所に○が付きます。要支援以外の場合は「地域支援事業」に○が付きます。 

 

 

 

 

 

 

要介護状態区分 印刷時 

要支援 1 要支援 1 に○が付きます。 

要支援 2 要支援 2 に○が付きます。 

上記以外 地域支援事業に○が付きます。 
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2-4. 旧様式(平成 29 年度版)の閲覧・複写 
 バージョンアップ前に旧様式（平成 29 年度版）で作成していた計画書は、旧様式参照（H29 年度版）ボ

タンから確認ができます。平成 29 年度版で新たに入力を行うことも可能です。平成 29 年度版で入力した

内容をケアプランデータ連携対応版で閲覧するためには複写が必要です。 

 

■ 平成 29 年度版の確認方法 

 旧様式参照（H29 年度版）をクリックすると平成 29 年度版の画面が表示されます。今まで通りの方法で

入力・印刷・新規作成も行えます。 
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【ケアプランデータ連携版と平成 29 年度版を同時に開くことができます】 

旧様式参照（H29 年度版）を使用すれば、ケアプランデータ連携版と平成 29 年度版を同時に開くこと

ができ、内容の照合などを行うことができます。 

※同時に開いている間、ケアプランデータ連携版の操作はできませんが、平成 29 年度版は操作が出来ま

す。 

 

 

 

 

  

POINT 
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■ 平成 29 年度版からケアプランデータ連携対応版への複写 

 平成 29 年度版からケアプランデータ連携版への複写方法を説明します。 

 

＜複写の手順＞ 

 

① ケアプランデータ連携版で作成する管理日を設

定します。 

  

 

② F3 複写をクリックします。 

  

 

③ 複写機能画面が表示されるので旧様式にチェッ

クを付けます。 

  

 

④ 旧様式で作成した計画書の一覧が表示されるの

で、複写したい管理日を選択して複写開始をク

リックします。 
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⑤ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリックし

ます。 

  

 

⑥ 完了画面が表示されます。はい(Y)をクリックし

ます。 

  

 

⑦ ケアプランデータ連携版への複写が完了しまし

た。F9 登録をクリックして登録します。 
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＜注意！＞平成 29 年度版から複写後は必ず見直しを行ってください 

平成 29 年度版ではデータの管理方法が異なるため、＜総合的課題～目標＞の見直しを必ず行ってくださ

い。平成 29 年度版では「総合的課題」「課題に対する目標および具体策の提案」「本人・家族による具体

策への意欲」各欄に課題ごとの区切りが設けられていないため、複数の課題など入力した場合でも、すべて

の内容が「課題№1」行に複写・反映されます。また、課題行と支援計画行は旧様式で作成していた目標の数

に合わせて作成されます。複写後は、課題などの内容をコピー＆ペーストして新たな課題行に入力するなど

の見直しを行ってください。 

 

（例）旧様式で「総合的課題」～「具体策についての意向 本人・家族」をそれぞれ複数作成し、目標は 2

行作成していた場合 

  

 

 

（総合的課題～目標） 

 

 

目標は 2 行作成 

「総合的課題」～「具体策に

ついての意向」をそれぞれ

複数作成 

「総合的課題」～「具体策についての意向」はすべて課題№1 行に複写・反映されます 

目標の数に合わせて課題行が作成されます 

（この例では 2 行できます） 

複写 
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（支援計画） 

 

 

 

 

  

複写により作成された課題行に合わせて支援計画行

が作成されます（この例では 2 行できます） 
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2-5. クラウドプランの変更点 
（クラウドプランをご契約いただいているユーザー様向けのご案内です） 

クラウドプランの介護予防計画書についても、介五郎のケアプランデータ連携対応版に合わせた様式・レイ

アウトに変更しました。 

 

各メニュー画像（変更部分抜粋） 

（計画書選択画面） 

 

（計画書一覧） 

 

（介護予防計画書メニュー） 

 

   

（基本情報） 

 

（基本情報） 

 

（アセスメント領域状態・課題） 
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（総合的課題～目標） 

 

 

（支援計画） 

 

 

（支援計画（サービス種別）） 

 

 

 

 

 

 

【平成 29 年度版で作成した計画書の確認方法】 

平成 29 年度版で作成した計画書は、計画書一覧画面の旧計画書を開くメニューから確認することができ

ます。今後、介五郎の平成 29 年度版で同期を行った場合も旧計画書を開くからメニューを開く必要があ

ります。また、平成 29 年度版⇔ケアプランデータ連携対応版間の前回より取得機能は使用できません。 

（計画書一覧画面） （旧 計画書一覧画面） 

 

 

 

 

 

注意！ 
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平成 29 年度版⇔ケアプランデータ連携対応版間での前回より取得機能は使用できません。 

 

 

 

【クラウドプランでは課題№・支援計画№・利用サービス№は連動されません】 

 クラウドプランの介護予防計画書では課題と支援計画の入力は介五郎のように連動せず、各№を手入力す

る必要があります。№が誤っていた場合は手動で№を修正するか、介五郎へ同期後に修正を行ってください。 

介五郎での修正方法は P.48「2-2-4-3. 支援計画での課題№、支援計画№、利用サービス№の変更方法」

をご確認ください。 

 

（総合的課題～目標） （支援計画） （支援計画（サービス種別）） 

 

 

  

 

 

 

 

  

注意！ 

課題№、支援計画№、利用サービス№は課題と連動しないため、手入力が必要です 
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3. 利用者基本情報の変更 
ケアプランデータ連携標準仕様 V4 に合わせて、利用者基本情報の項目追加、一部入力方法の変更を行いまし

た。印刷時の様式変更はありません。 

 

【主な変更点】 

 

 

（介護予防アセスメントメニューに「計画種類」「委託の有無」欄の追加） 

 

 

（「同意日」・「同意者氏名」欄の追加） （「時間、本人、介護者・家族」の入力方法変更） 
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3-1. 「時間」「本人」「介護者・家族」欄の変更 
ケアプランデータ連携に仕様に合わせて、【介護予防に関する事項】タブの「時間」「本人」「家族者・家

族」の入力形式をグリッド式に変更しました。ケアプランデータ連携対応となる管理日が令和 7 年 4 月 1 日

以降分はこの形式に変更されます。令和 7 年 3 月 31 日まで分は今まで通りの形式で表示します。印刷時は

令和 7 年 4 月 1 日以降も変更はありません。 

 

（バージョンアップ前） 

 

（バージョンアップ後） 

※管理日が令和 07 年 04 月 01 日分より適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

（印刷プレビュー） 

 

 

  
印刷時の変更はありません 



介五郎（介護保険版）Ver.11.10.0.0 差分マニュアル 

 

78 

 

 

 

【行数・入力可能文字数について】 

・各列とも 11 行入力可能です。行の追加はできません。 

・1 セルあたりの入力可能文字数は「時間」は全角 7 文字、「本人」「家族者・家族」は全角 8 文字とな

ります。 

 

 

  

POINT 

11 行 



介五郎（介護保険版）Ver.11.10.0.0 差分マニュアル 

 

79 

 

注意点 

 バージョンアップ前に令和 7 年 4 月 1 日以降分を作成済だった場合、令和 7 年 4 月 1 日以前から複写し

た場合の注意点について説明します。 

 

① バージョンアップ前に令和 7 年 4 月 1 日以降分を作成済だった場合 

 バージョンアップ後、新旧の選択画面が表示されて新は空白状態です。旧を新へ反映をクリックして新への

反映を行ってください。旧のみに情報がある場合、印刷時に印字されずケアプランデータ連携の情報にも含む

ことができません。 

 

① 新項目/旧項目の切り替えができる状態となり、新項目は空白状態です。 

（新を選択時） （旧を選択時） 

  

  

② 新項目画面で旧を新へ反映をクリックすると旧の内容が新に反映されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

旧を新へ反映をクリックすると

旧の内容が反映されます 

新は空白状態 
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② 令和 7 年 3 月 31 日以前から令和 7 年 4 月 1 日以降に複写した場合 

令和 7 年 3 月 31 日以前分から令和 7 年 4 月 1 日以降に介護予防アセスメントの複写を行った時は、複

写後に新項目への反映作業が必要です。複写時にメッセージが表示されます。 

 

① 令和 7 年 3 月 31 日以前分から令和 7 年 4 月 1 日以降に複写すると、見直しを求める画面が表示さ

れて複写されます。 

  

 

 

 

 

② 新項目/旧項目の切り替えができる状態となり、新項目は空白状態です。 

（新を選択時） （旧を選択時） 

  

  

③ 新項目画面で旧を新へ反映をクリックすると旧の内容が新に反映されます。 
 

 

 

 

  

旧を新へ反映をクリックすると

旧の内容が反映されます 

新は空白状態 
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【旧で入力している空白行について】 

旧で入力している空白行は新でも空白の 1 行として作成されます。旧の文字サイズ「小」の時の表示に合わ

せて新へ反映されます。 

  

  

 

 

 

 

【旧から新へ反映させた後について】 

旧を新へ反映で旧内容を反映させた後も、新旧両方の情報が残ります。不要な場合は旧項目に切り替えて情

報をクリアすると、新旧の切り替え画面は表示されなくなります。 

 

 

 

POINT 

注意！ 

次ページへ続きます 
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旧の内容を手動でクリアして確定 

利用者基本情報を開き直すと、

新の内容のみが残ります。 
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3-2. 「計画種類」「委託の有無」欄の追加 
 ケアプランデータ連携標準仕様 V4 に合わせて、介護予防アセスメントのトップ画面に「計画種類」「委託

の有無」の項目を追加しました。 

 

 

【印刷時は介護予防アセスメントに反映されません】 

ケアプランデータ連携での送受信時においてのみ必須となります。印刷時には反映されません。 

 

（介護予防アセスメント） 

 

 

設定項目（追加項目のみ） 

項目名 説明 

計画種類 

計画書の種類を選択します。 

※未設定の場合、ケアプランデータ連携の CSV ファイル作成時にエラーが発生します。 

 

利用者台帳の拡張情報 2 の登録内容によって、既定値が設定されます。 

 

・介護予防支援Ⅰ、Ⅱの場合：介護予防支援 

・予防ケアマネジメント（AF）の場合：介護予防ケアマネジメント 

・上記以外の場合：未設定 

  

POINT 
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委託の有無 

委託の有無を選択します。 

自前：自社ケアプラン事業所が介護予防支援の指定を受けており、地域包括支援センターか

らの委託を受けない場合 

委託：地域包括支援センターからの委託を受けている場合 

 

利用者台帳の居宅介護支援事業所の登録内容によって、既定値が設定されます。 

 

・地域包括支援センターの場合：委託 

・自社（自社が介護予防支援の指定を受けている）の場合：自社 

・上記以外の場合：未設定 

 

 

 

 

【未設定で登録した場合】 

未設定のまま登録すると入力エラーが表示されます。ケアプランデータ連携を未使用時など、そのままでよ

い場合ははいで進むと登録に進めます。 

 

 

  

注意！ 
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3-3. 「同意日」「同意者氏名」欄の追加 
 ケアプランデータ連携標準仕様 V4 に合わせて、利用者基本情報の【現在利用しているサービス】タブに「同

意日」「同意者氏名」の項目を追加しました。 

 

 

 

【印刷時は介護予防アセスメントに反映されません】 

ケアプランデータ連携での送受信時においてのみ必須となります。印刷時には反映されません。 

 

（利用者基本情報 | 現在利用しているサービス） 

 

 

 

項目名 説明 

同意日 利用者の同意日を入力します。 

同意者氏名 同意者の氏名を入力します。 

 

  

POINT 
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3-4. クラウドプランの変更 
（クラウドプランをご契約いただいているユーザー様向けのご案内です） 

クラウドプランの利用者基本情報についても、今回の介五郎に合わせた変更を行いました。 

 

各メニュー画像 

（計画書選択画面） 

 

（介護予防アセスメント） 

 

（利用者基本情報） 

 

（利用者基本情報） 
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4. 居宅介護支援事業所のインポート、エ

クスポート 
【対象システム：居宅介護支援】 

本章では介護予防計画書・利用者基本情報のサービス事業所への CSV ファイルのエクスポート、地域包括

支援からの CSV ファイルのインポート方法について説明します。 

 

 

介五郎におけるケアプランデータ連携システム関連の他の基本操作、注意事項などについては、下記マニ

ュアルをご覧ください。令和 7 年 6 月時点の情報でケアプラン事業所編、サービス事業所編の 2 種類用意

しております。 

 

ケアプランデータ連携操作マニュアル ケアプラン事業所編（令和 7 年 6 月版） 

https://www.info-tec.app/update/manual/250612_manual_cpdata_cp.pdf 

 

ケアプランデータ連携操作マニュアル サービス事業所編（令和 7 年 6 月版） 

 https://www.info-tec.app/update/manual/250607_manual_cpdata_sv.pdf 

 

 

 

 

 

  

https://www.info-tec.app/update/manual/250612_manual_cpdata_cp.pdf
https://www.info-tec.app/update/manual/250607_manual_cpdata_sv.pdf
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4-1. サービス事業所へのエクスポート 
 サービス事業所への介護予防計画書・利用者基本情報の CSV ファイルのエクスポート方法を説明しま

す。 

 

4-1-1. 介護予防計画書のエクスポート 

 介護予防計画書を CSV ファイルにエクスポート（出力）する手順を説明します。エクスポートした CSV

はケアプランデータ連携システムにアップロードすることでサービス事業所に送信することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事前に対象の利用者の利用票予定を作成しておく必要があります】 

介護予防計画書の送信対象は、利用票予定入力で入力したサービス事業所のみになります。このため、エ

クスポートを行う前に送信対象の事業所を含む利用票予定入力を作成しておく必要があります。介護予防計

画書を作成済みでも、利用票が未作成の場合は名前が表示されませんのでご注意ください。 

 

＜利用票予定入力＞ 

 

＜予防計画書 CSV エクスポート＞ 

 
 

 

  

注意！ 

ケアプラン連携システムで

CSV ファイルをアップロード 
介護予防計画書を作成 

計画書を CSV ファイル

としてエクスポート 

介五郎で行う操作 ケアプラン連携クライアントソフト 

利用票を作成しないと計画書をエクスポートできない 
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＜介護予防計画書のエクスポート手順＞  

  

① 画面上部メニューバーの「連携機能（C）」－「ケ

アプラン連携（P）」－「居宅介護）利用票 CSV

エクスポート（P）」をクリックします。 

 

   

  

 

② 送信元の事業所番号（＝自社）を選択し、「 予

防計画書 CSV 作成 」をクリックします。 

 

 

  

 

③ 管理日の期間指定と、必要な場合は計画作成者

の指定を行って表示をクリックします。 

 

※ 管理日は、操作日の 2 ヶ月前の 1 日～当月の末

日が既定値で選択されます。 

  

④ 指定した期間、担当者に該当する計画書が表示

されます。作成したい計画書の利用者を選択し

て次へをクリックします。 
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⑤ 送信先選択画面が表示されます。該当の提供月

に利用票予定入力を作成済の送信先事業所が表

示されます。送信したい事業所を選択して CSV

作成をクリックします。 

 

※ 利用票の提供月を切り替える時は、提供月を選

択して表示をクリックして切り替えます。 

 

 

 

 

  

 

※ 計画書選択画面と送信先選択画面はタブをクリ

ックしての切り替えもできます。送信先選択画

面まで進んで、利用者の選び直しをしたい場合

などに活用してください。 

  

 

⑥ エクスポート先設定画面が表示されます。実行

をクリックします。 

  

 

⑦ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリックし

ます。 

  

 

⑧ 完了画面が表示されます。OK をクリックしま

す。 

 

  

クリックして切替が可能 

表示中の提供月に利用票予定を作成

している事業所が表示される 

（例）提供月 7 月に利用票予定を作成済

の利用者が表示 
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⑨ CSV エクスポート完了画面が表示されます。完

了をクリックして画面を閉じます。 

以上でファイルのエクスポートが完了しまし

た。 

  

 

 

 

 

【送信元サービス種類について】 

自社のサービス種類を表します。エクスポート時の既定値は「46（介護予防支援）」ですが、「43（居宅

介護支援）」や「AF（予防ケアマネジメント）」でエクスポートが必要な場合は切り替えてから実行をク

リックしてください。 

 

 

 

 

 

 

【エクスポート時の CSV ファイルバージョンについて】 

実行ボタンの下部数字は、作成する CSV ファイルのバージョンを表します。 

現時点では最新バージョンの「202407」が既定値です。予防計画書のデータは「202407」で作成する

必要があるので変更はできません。 

 

 

 

 

  

POINT 

POINT 
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エクスポートした予防計画書 CSV ファイルの保存先について 

エクスポートしたファイルは、インフォ・テック関連フォルダ内の「送信用_予防計画」フォルダに保存

されます。最下層は「_SendAll」フォルダと各サービス事業所の事業所番号のフォルダが作成されます。 

「_SendAll」フォルダには出力した全ての CSV ファイルが保存されるので、「_SendAll」フォルダ内

の CSV をまとめて送信していただけば、一括で処理できます。 

 

【フォルダの振り分け方】 

①「_SendAll」フォルダ 

→作成時した全ての CSV が保存されます。一括送信する場合はこのフォルダを使用してください。 

②名前が送信先（サービス事業所）の事業所番号のフォルダ 

 →その事業所あての CSV だけが保存されます。1 事業所ごとに個別に送信したい場合などに使用して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダに保存される CSV ファイル 

■介護予防サービス・支援計画書  内容 介護予防計画書データ 

UPYOBO ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先の

サービス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS（14 桁）.CSV 

  

インフォ・テック 
関連フォルダ 

ケアプラン連携 

送信用_予防計画 

送信元（自事業所）事業所番号 

各サービス事業所の事業所番号 

 

_SendAll 

・ 
・ 
・ 

CSVVer○○○○ 

例：CSVver202407 

作成した CSVのバージョンに 
合わせたフォルダが作成されます。 
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4-1-2. 利用者基本情報のエクスポート 

利用者基本情報を CSV ファイルにエクスポート（出力）する手順を説明します。エクスポートした CSV

はケアプランデータ連携システムにアップロードすることでサービス事業所に送信することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護予防計画書はケアプランデータ連携対応版で作成してください】 

介護予防計画書はケアプランデータ連携対応版で作成する必要があります。 

 

 

 

 

【事前に対象の利用者の利用票予定を作成しておく必要があります】 

利用者基本情報の送信対象は、利用票予定入力で入力したサービス事業所のみになります。このため、エ

クスポートを行う前に送信対象の事業所を含む利用票予定入力を作成しておく必要があります。利用者基本

情報を作成済みでも、利用票が未作成の場合は名前が表示されませんのでご注意ください。 

 

＜利用票予定入力＞ 

 

＜利用者基本情報 CSV エクスポート＞ 

 
 

 

  

注意！ 

ケアプラン連携システムで

CSV ファイルをアップロード 
介護予防アセスメントの

利用者基本情報を作成 

利用者基本情報を CSV フ

ァイルとしてエクスポート 

介五郎で行う操作 ケアプラン連携クライアントソフト 

利用票を作成しないと計画書をエクスポートできない 

注意！ 
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＜利用者基本情報のエクスポート手順＞  

  

① 画面上部メニューバーの「連携機能（C）」－「ケ

アプラン連携（P）」－「居宅介護）利用票 CSV

エクスポート（P）」をクリックします。 

 

   

  

 

② 送信元の事業所番号（＝自社）を選択し、「 予

防計画書 CSV 作成 」をクリックします。 

 

 

  

 

③ 管理日の期間指定行い、表示をクリックします。 

 

※ 管理日は、操作日の 2 ヶ月前の 1 日～当月の末

日が既定値で選択されます。 

  

④ 指定した期間、担当者に該当する計画書が表示

されます。作成したい計画書の利用者を選択し

て次へをクリックします。 
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⑤ 送信先選択画面が表示されます。該当の提供月

に利用票予定入力を作成済の送信先事業所が表

示されます。送信したい事業所を選択して CSV

作成をクリックします。 

 

※ 利用票の提供月を切り替える時は、提供月を選

択して表示をクリックして切り替えます。 

 

 

 

 

  

 

※ 計画書選択画面と送信先選択画面はタブをクリ

ックしての切り替えもできます。送信先選択画

面まで進んで、利用者の選び直しをしたい場合

などに活用してください。 

  

 

⑥ エクスポート先設定画面が表示されます。実行

をクリックします。 

  

 

⑦ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリックし

ます。 

  

 

⑧ 完了画面が表示されます。OK をクリックしま

す。 

 

  

クリックして切替が可能 

表示中の提供月に利用票予定を作成

している事業所が表示される 

（例）提供月 7 月に利用票予定を作成済

の利用者が表示 
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⑨ CSV エクスポート完了画面が表示されます。完

了をクリックして画面を閉じます。 

以上でファイルのエクスポートが完了しまし

た。 

  

 

 

 

 

 

【送信元サービス種類について】 

自社のサービス種類を表します。エクスポート時の既定値は「46（介護予防支援）」ですが、「43（居宅

介護支援）」や「AF（予防ケアマネジメント）」でエクスポートが必要な場合は切り替えてから実行をク

リックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

【エクスポート時の CSV ファイルバージョンについて】 

実行ボタンの下部数字は、作成する CSV ファイルのバージョンを表します。 

現時点では最新バージョンの「202407」が既定値です。予防計画書のデータは「202407」で作成する

必要があるので変更はできません。 

 

 

 

POINT 

POINT 
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エクスポートした予防計画書 CSV ファイルの保存先について 

エクスポートしたファイルは、インフォ・テック関連フォルダ内の「送信用_予防計画」フォルダに保存

されます。最下層は「_SendAll」フォルダと各サービス事業所の事業所番号のフォルダが作成されます。 

「_SendAll」フォルダには出力した全ての CSV ファイルが保存されるので、「_SendAll」フォルダ内

の CSV をまとめて送信していただけば、一括で処理できます。 

 

【フォルダの振り分け方】 

①「_SendAll」フォルダ 

→作成時した全ての CSV が保存されます。一括送信する場合はこのフォルダを使用してください。 

②名前が送信先（各サービス事業所）の事業所番号のフォルダ 

 →その事業所あての CSV だけが保存されます。1 事業所ごとに個別に送信したい場合などに使用して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダに保存される CSV ファイル 

■利用者基本情報（別表 1）１日の生活・すごし方(タイムスケジュール) 内容 利用者基本情報別表 1 

UPKIHON ̲ SUB1 ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送

信先のサービス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS(14 桁).CSV 

■利用者基本情報（別表 2）現病歴・既往歴 内容 利用者基本情報別表 2 

UPKIHON ̲SUB2 ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送

信先のサービス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS(14 桁).CSV 

  

インフォ・テック 
関連フォルダ 

ケアプラン連携 

送信用_利用者基本情報 

送信元（自事業所）事業所番号 

各サービス事業所の事業所番号 

 

_SendAll 

・ 
・ 
・ 

CSVVer○○○○ 

例：CSVver202407 

作成した CSVのバージョンに 
合わせたフォルダが作成されます。 
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【「計画種類」と「委託の有無」は必ず設定してください】 

利用者基本情報の「計画種類」と「委託の有無」が未設定の場合はエクスポート時にエラーが出ます。利用

者基本情報で設定を行ってください。 

（介護予防アセスメント | 利用者基本情報 | 現在利用しているサービス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意！ 

「計画種類」と「委託の有無」が未設定の 

場合、エクスポート時にエラー 
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4-1-3. 履歴確認、取消 CSV 作成 

 エクスポートした利用者基本情報・介護予防計画書の履歴確認と、取消 CSV ファイルの作成方法について

説明します。 

 

＜作成履歴の確認、取消 CSV ファイルの作成手順＞  

  

① 画面上部メニューバーの「連携機能（C）」－「ケ

アプラン連携（P）」－「居宅介護）利用票 CSV

エクスポート（P）」をクリックします。 

 

   

  

 

② 委託先の事業所番号（＝自社）を選択し、「履歴

（取消 CSV 作成）」をクリックします。 

 

   

  

 

③ CSV ファイルの作成履歴を確認できます。取消

CSV ファイルを作成する場合は、取消したいフ

ァイルの詳細をクリックします。 
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④ 履歴詳細画面が表示されます。取消したい分の

指定欄にチェックを付けて取消 CSV 作成をク

リックします。 

  

 

⑤ 実行をクリックします。 

  

 

⑥ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリックし

ます。 

  

 

⑦ 完了画面が表示されます。はい(Y)をクリックし

ます。 

  

（利用者基本情報の場合） 

 

 

⑧ CSV エクスポート完了画面が表示されるので、

保存先を確認したら完了をクリックして画面を

閉じます。以上でファイルのエクスポートが完

了です。 
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（介護予防計画書の場合） 

 

  

 

※ 削除ファイルを作成した分は、作成履歴画面で

「●」が表示されます。 
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エクスポートした取消データの CSV ファイルについて 

エクスポートしたファイルは、インフォ・テック関連フォルダ内の「送信用_利用者基本情報」または「送

信用_予防計画書」フォルダに保存されます。最下層は取消の対象となるサービス事業所の事業所番号のフ

ォルダが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダに保存される CSV ファイル 

■介護予防サービス・支援計画書 ̲削除 内容 介護予防計画書取消データ 

各ファイルには送信先に対しての利用者全員のデータが含まれます。 

DLTYOBO ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先の

サービス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS（14 桁）.CSV 

■利用者基本情報 ̲削除  内容 利用者基本情報取消データ 

各ファイルには送信先に対しての利用者全員のデータが含まれます。 

DLTKIHON ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先の

サービス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS（14 桁）.CSV 

インフォ・テック 
関連フォルダ 

ケアプラン連携 

送信用_利用者基本情報 

送信元（自事業所）事業所番号 

CSVVer○○○○ 

例：CSVver202407 

作成した CSVのバージョンに 
合わせたフォルダが作成されます。 

（利用者基本情報の場合） 

インフォ・テック 
関連フォルダ 

ケアプラン連携 

送信用_予防計画書 

送信元（自事業所）事業所番号 

CSVVer○○○○ 

例：CSVver202407 

作成した CSVのバージョンに 
合わせたフォルダが作成されます。 

（介護予防計画書の場合） 
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 履歴画面は「1、2、3 表」、「6、7 表」、地域包括支援センター宛のエクスポート分との共有画面とな

ります。 

 

 

 

 

  

POINT 
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4-2. 地域包括支援センターからのインポート 
 地域包括支援センターから自社（居宅介護支援事業所）宛の介護予防計画書・利用者基本情報のインポー

ト方法を説明します。インポートした計画書等は閲覧・印刷することができます、 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2-1. 利用者基本情報/介護予防計画書のインポート 

 

＜インポート手順＞ 
（例）介護予防計画書を例に説明します。利用者基本情報も手順は同じです。  

 

① 画面上部メニューバーの「連携機能（C）」－「ケ

アプラン連携（P）」－「居宅介護）地域包括支

援センター（委託）用メニュー（H）」をクリッ

クします。 

  

 

② 委託先事業所番号（＝自社）を選択し、インポ

ートをクリックします。 

  

ケアプラン連携クライアントソフト 

ケアプラン連携システムより

CSV をダウンロード 

CSV を介五郎にイン

ポート 

インポートした計画書類

を確認・印刷 

介五郎で行う操作 
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③ 利用者基本情報か介護予防計画書かを選択して

CSV インポートをクリックします。 

  

 

④ CSV インポート画面が表示されます。参照をク

リックします。 

  

 

⑤ サービス事業所が作成した CSV ファイルを保

存したフォルダを選択し、OK をクリックしま

す。 

 

※左記画像は例です。実際は国保中央会ケアプラ

ン連携システムからダウンロード保存した場

所を指定してください。 

 

  

 

⑥ エラー等がないか確認し、インポートするファ

イルを選択してからインポート開始をクリック

します。 

 

 

  



介五郎（介護保険版）Ver.11.10.0.0 差分マニュアル 

 

106 

 

 

⑦ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリックし

ます。 

  

 

⑧ 完了画面が表示されます。OK をクリックして

ください。 

以上でインポートが完了しました。 
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4-2-2. インポートした介護予防計画書・利用者基本情報の閲覧・印刷 

 

＜確認・印刷手順＞ 
（例）介護予防計画書を例に説明します。利用者基本情報も手順は同じです。  

 

① 画面上部メニューバーの「連携機能（C）」－「ケ

アプラン連携（P）」－「居宅介護）地域包括支

援センター（委託）用メニュー（H）」をクリッ

クします。 

  

 

② 閲覧する帳票とインポート月を選択します。 

 

 

※ ▼をクリックすると、インポート済みの対象

年月が下に表示されます。 

 

 

 

 

   

  

 

③ 送信元事業所番号を選択すると、実績がインポ

ートされた利用者がリストに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・ 各利用者の印刷をクリックすると、インポート

した帳票の印刷プレビュー画面を開きます。（詳

細は次項） 
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・ 各利用者の詳細をクリックすると、インポート

したファイル名、インポート日時、エラー状況

などを確認することができます。 
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【計画書、介護予防支援アセスメント画面からも印刷できます】 

介護予防計画書は介護予防計画書メニュー、利用者基本情報は介護予防アセスメントメニューからも印刷

が出来ます。 

（介護予防計画書） 

 

（介護予防アセスメント） 

 

 

 

 

 

 

 

  

POINT 

① ケアプラン連携印刷をクリック 

② インポート済一覧から閲覧したい日付

分を選択して印刷をクリック 

③ 印刷プレビューが表示されます 
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【家族構成図はインポートを行った PC でのみ印刷できます】 

家族構成図は画像データで受信を行いますが、インポートを行った PC にのみデータが保存されます。複

数台で介五郎をご利用中の場合は、インポートを行った PC で印刷を行ってください。 

インポートを行っていない PC で印刷を行った場合、利用者基本情報の印刷は出来ますが、家族構成図欄に 

「ファイルパスが見つかりませんでした」と表示されます。 

 

●インポートした PC で印刷を行った場合 

 

 

●インポートを行っていない PC で印刷を行った場合 

 

 

  

注意！ 



介五郎（介護保険版）Ver.11.10.0.0 差分マニュアル 

 

111 

 

4-3. 出力ファイル一覧（介護予防関係） 
Ver.202407 の利用者基本情報と介護予防計画書で出力されるファイルは下記の通りです。 

 

利用者基本情報 

 UPKIHON ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先のサービ

ス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS(14 桁).CSV 

例 UPKIHON ̲0300000100 ̲43 ̲0300000005 ̲11 ̲20191025200201.CSV 

利用者基本情報 ̲削除 

 DLTKIHON ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先のサー

ビス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS（14 桁）.CSV 

例 DLTKIHON ̲0300000100 ̲43 ̲0300000005 ̲11 ̲20191025200201.CSV 

利用者基本情報（別表 1）１日の生活・すごし方(タイムスケジュール) 

 UPKIHON ̲SUB1 ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先の

サービス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS(14 桁).CSV 

※「送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先のサービス種類コ

ード(２桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS（14 桁）」は紐づく利用者基本情報のファイルと同様とする。 

例 UPKIHON ̲SUB1 ̲0300000100 ̲43 ̲0300000005 ̲11 ̲20191025200201.CSV 

利用者基本情報（別表 2）現病歴・既往歴 

 UPKIHON ̲SUB2 ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先の

サービス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS(14 桁).CSV 

※「送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先のサービス種類コ

ード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS（14 桁）」は紐づく利用者基本情報のファイルと同様とする。 

例 UPKIHON ̲SUB2 ̲0300000100 ̲43 ̲0300000005 ̲11 ̲20191025200201.CSV 

介護予防サービス・支援計画書 

 UPYOBO ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先のサービ

ス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS（14 桁）.CSV 

例 UPYOBO ̲0300000100 ̲43 ̲0300000005 ̲11 ̲20191025200201.CSV 

介護予防サービス・支援計画書 ̲削除 

 DLTYOBO ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先のサービ

ス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS（14 桁）.CSV 

例 DLTYOBO ̲0300000100 ̲43 ̲0300000005 ̲11 ̲20191025200201.CSV 

介護予防サービス・支援計画書 （別表）支援計画 

 UPYOBO ̲SUB ̲送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁)送̲信先のサ

ービス種類コード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS（14 桁）.CSV 

※「送信元の事業所番号(10 桁) ̲送信元のサービス種類コード(2 桁) ̲送信先の事業所番号(10 桁) ̲送信先のサービス種類コ

ード(2 桁) ̲YYYYMMDDHHMMSS（14 桁）」は紐づく介護予防サービス・支援計画書のファイルと同様とする。 

例 UPYOBO ̲SUB ̲0300000100 ̲43 ̲0300000005 ̲11 ̲20191025200201.CSV 
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ファイルレイアウトについては、介護保険最新情報最新情報 Vol.1320「「ケアプランデータ連携標準仕

様」について」からも確認できます。URL：https://www.mhlw.go.jp/content/001315921.pdf 

また、介五郎のインポートメニューの F5 履歴⇒確認⇒情報連携仕様をクリックして確認することもできま

す。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

POINT 
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5. サービス事業所のインポート 
【対象システム：各サービス事業所】 

居宅介護支援事業所からのインポートメニューに介護予防計画書・利用者基本情報を追加しました。イン

ポートした計画書類は閲覧・印刷が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（インポート画面） 

 

 

 

 

 

 

  

ケアプラン連携クライアントソフト 

ケアプラン連携システムより

CSV をダウンロード 

CSV を介五郎にイン

ポート 

インポートした計画書類

を確認・印刷 

介五郎で行う操作 

インポート項目に利用者基本情報と介護予防計画書を追加しました。

計画書種類を選択してインポートを行います。 

※インポート方法は「1、2、3 表」「6、7 表」と同じです。 
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履歴画面から閲覧・印刷が可能です。 

 送信元事業所番号のお利用者一覧または履歴画面の印刷ボタンから閲覧・印刷が可能です。 
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■ 介護予防計画書は計画書画面からも閲覧・印刷が可能です。 

 

（例）訪問介護計画書の場合 

 

 

 

 

 

 

① ケアプラン連携印刷をクリック 

② インポート済一覧から閲覧したい日付

分を選択して印刷をクリック 

③ 印刷プレビューが表示されます 
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■ その他の変更 
 ケアプランデータ連携システムの介護予防計画書への対応のほか、今回のバージョンで以下の改善を行いま

した。 

 

① 福祉用具台帳（他社）への平均価格・上限価格参照機能の追加 

 福祉用具台帳（他社）メニューに各用具の平均価格・上限価格を参照できる機能を追加しました。各価格は

取込済の平均価格・上限価格一覧表から TAIS コードに基づいて取得します（一覧表に含まれない商品は価格

が表示されません） 

 

＜メインメニュー＞ 

 

 

 

＜福祉用具台帳（他社）＞ 

   

 

平均単価・上限単価が表示されます 

福祉用具台帳（他社）に平均価格・

上限価格参照機能を追加 

参照をクリックすると商品の詳細を確認できます 



INFO-TEC
 Co

rp
ora

tion
 products KAIGOROU since 2002

発行：株式会社インフォ・テック

（TEL）06-6975-5655　（FAX）06-6975-5656

〒537-0025
大阪府大阪市東成区中道 3丁目 15 番 16 号　毎日東ビル 2F

https://www.info-tec.ne.jp/


